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（議会報告会＆懇談会） 

日本共産党市議会議員 3 名そろって、 

議会報告と懇談会を行います。 

懇談会では市政への要望やお困りごと 

など遠慮なくお寄せください。 
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さ
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３
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て
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め
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ま
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す
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市は昨年３月、再開発ビル

に図書館等複合公共施設導入

計画を突然公表しました。再

開発で「賑わいを」と、それを

支えるための計画が、皮肉に

も地権者の合意を妨げる要因

ともなりました。市は、再開発

計画区域を 7,000 ㎡から

６,000 ㎡に、さらに 5,000

㎡へと減少し、計画を見直し

たうえで、1 年遅らせて再開

発を進める方針です。 

市は計画の破綻を受け入

れ、いさぎよく図書館等複合

公共施設整備計画を撤回し、

土地利用計画の見直しを地権

者に働きかけるべきです。 

加増みつ子  

遠山ちえ子  

本田かずなり 

バブル崩壊直後の１９９３

年にスタートした取手市施行

「西口区画整理事業」は、今年

３月に 3２年を経て終了しま

した。 

残された「Ａ街区再開発」

は、区画整理が始まる当初か

ら関連事業として計画されて

いたが、時代が移り変わる中、

昨今の経済事情は、再開発で

の土地の高度利用の困難さは

ましています。それでも市は

「駅前に賑わいを」とデベロ

ッパーとともに、地権者組合

施工のマンションを主に商業

施設と公共施設を含む再開発

計画を推進しました。 

当初、地権者 20 人の再開

発参加を見込んだものの同意

は 8 人から 7 人に減少、今年

2 月に予定した都市計画決定

は停止となりました。 

地方自治法は予算の原則を

「年度毎の収入と支出の収支

で運営」（会計年度独立）とし

ています。 

年間約 100 億円超の取手

市国保会計はおよそ10年間、

毎年10億円程度の剰余金（黒

字）の中から、平均 5 億円の

基金を毎年積み上げてきまし

た。 

現在の約 40 億円の基金残

高は、10 年以上前の３割超値

上げで国保税を取り過ぎてき

た結果です。 

日本共産党は、市の「不当会

計」をただし、国保税の大幅引

き下げ、後期高齢者への国保

基金の還元（返還）を求め、引

き続き皆さんと力を合わせま

す。 

4 月 11 日、取手社会保障推進協議会主催

で、国民健康保険と後期高齢者医療について

の学習会が行われました。講師の江尻かな日

本共産党茨城県議は、国民健康保険が、県と

市町村の共同運営になった背景に、県の国保

運営方針と市町村国保の実態などを報告し

ました。遠山ちえ子党市議が国保基金の還元

策を含む市の現状を報告。参加者からは、「後

期高齢者に移行した市民への基金還元はど

うすれば実現するの」「還元は一括現金給付

で」等、活発な議論が交わされました。 

江尻加那党県議を講師に行われた
国保学習＆懇談会 ＝4 月 11 日、
取手福祉会館 

写真奥の造成地が再開発予定区域 
再開発停止で行き場を
失った歩行者デッキ 
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保育士の処遇改善が一歩前進 

加増みつ子       遠山ちえ子      本田かずなり 
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4 月 12 日、取手西口ペデス

トリアンデッキで「総がかり取

手行動パート６７」が「軍事費

を削って、暮らしを良くする政

治を！」と開催されました。 

遠藤俊夫代表は｢戦争できる

国づくりー軍拡国家への道」と

題した基調報告を行い、2014

年以来、戦争できる国づくりへ

着々と進められてきた違憲の

法整備の下、うなぎのぼりに拡

大した軍事費は、2025年には

8.5 兆円に達したこと。 

暮らし犠牲に、 

兵 器 爆買 いの 

軍拡政治変えよう 

アメリカから

の兵器爆買、敵基

地攻撃能力の保

有、自衛隊基地強

靭化などを狙い、

茨城県でも百里

基地や自衛隊駐

屯地の強靭化計画が進められ

ているとし、物価高騰にあえぐ

庶民の暮らしを顧みない軍拡

政治を変えようと訴えました。 

立憲民主党の梶岡博樹茨城

3 区総支部長、日本共産党の加

増みつ子市議、生活者ネットの

池田慈代表、各市民団体の訴え

があり、最後に事務局から「税

金はくらしの拡充に」という請

願署名の取り組みが呼びかけ

られました。 

 

 

いま、物価高騰が続いています。米価高騰に

ついての責任は政府にあると思います。 

「備蓄米の放出」も遅すぎたこともあり効

果はほとんどないと思います。米価の市場ま

かせと、農家に減反を押し付けてきたことな

ど理由は考えられますが、昨年の作況指数（ど

れだけコメが生産できるか政府が見積もる）

と、消費の見積もりが狂ったのではないか、１７

万トンの増収という試算の間違いだと私は思

っています。 

大きな集荷業者の倉庫には米がない状況の

ようです。生産者米価の２倍以上の価格で米

が売られることに、私たち生産者の胸は痛み

ます。 

３月３０日、東京で「令和の百姓一揆～日本

の農、食、いのちを守ろう」がひらかれ、全国

から４５００人が参加する大集会となりまし

た。実行委員長が「農業を滅ぼす政治を変えよ

う」と挨拶しました。まさにその通りだと私も

思います。一方で、地域から生産者と消費者が

連携して食と農を守る運動を起こすことは意

義のあることではないでしょうか。今が、その

絶好のチャンスだと思います。 

食と農を考えるとりで未来プロジェクトで

は、５月２４日「食の安全を守る人々」の上映

会とパネルディスカッションを行います。 

みなさん、会場でお会いしましょう。 
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参院選が迫る 4 月 20 日、

日本共産党高橋誠一郎さんと

党取手市議団が、市内各地で街

頭演説を行いました。 

しんぶん赤旗記者を 5 年間

務めた高橋さんは、自民党の裏

金事件について、赤旗スクープ

から始まり、日本共産党などの

追及によって、自民党を追い詰

めてきたこと。政治をゆがめる

大本、企業団体献金の全面禁止

が厳しく問われる中、禁止に反

対して自民・公明与党に助け舟

を出す一部「野党」を厳しく批

判しました。コメ・諸物価高騰

に加え、「トランプ関税」によ

る一層の生活苦と先行きの不

安があると、高橋さんは、緊急

に消費税５％減税、そして廃止

へ全力を尽くすと、決意を表明

しました。 

最後に、来る参院選での日本

共産党への支持を訴えました。 
参院選での日本共産党支持を呼びかける高橋誠一郎参院茨城選挙区予定候補 
加増みつ子・遠山ちえ子・本田かずなり党取手市議 

軍事費削ってくらしを守れ！ と行われた
総がかり行動＝4 月 12 日、取手駅西口 

高橋誠一郎 参院茨城選挙区予定候補訴える 


